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ADRB1; ADRB1R; B1AR; Beta-1 adrenergic receptor; Beta-1 adrenoreceptor; Beta-1
adrenoceptor
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	応用
	抗原情報
	背景
	アドレナリン受容体（サブタイプ：α1、α2、β1、β2）は、ホルモンであるエピネフリンおよび神経伝達物質であるノルエピネフリンの生理学的作用を媒介する、グアニンヌクレオチド結合調節タンパク質共役受容体のプロトタイプファミリーです。この遺伝子の特定の多型は、安静時の心拍数に影響を与えることが示されており、心不全にも関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：PDZドメイン結合モチーフは、GOPC、MAGI3、およびDLG4との競合的相互作用を媒介し、受容体の細胞内局在に関与しています。,機能：βアドレナリン受容体は、Gタンパク質の作用を介して、カテコールアミン誘導性のアデニル酸シクラーゼ活性化を媒介します。この受容体は、エピネフリンとノルエピネフリンにほぼ等しい親和性で結合する。,PTM: 受容体の相同脱感作は、βアドレナリン受容体キナーゼによるリン酸化によって媒介される。,類似性: Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,細胞内局在: 細胞膜に局在する。GOPCの過剰発現によりゴルジ体で発現する。,サブユニット: GOPC、MAGI3、DLG4と相互作用する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;エンドサイトーシス;ギャップ結合;拡張型心筋症;
	画像データ
	

	ADRB1抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AR-β1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

